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新 旧 改正内容 

Ⅲ 給水装置工事施行基準 

１ 総 則  

 （略） 

 

２ 設 計 

２．１ 調査  

（略） 

２．２ 給水管口径の決定 

１ 基本要件 

  1) （略） 

  2)  （略） 

     また、給水管の管内流速は、速くすると流水音が生じた

り、ウォーターハンマーを起こしやすくなるので、２ｍ／

sec 以下に抑えることとする。 

     3)  （略） 

２～３ （略） 

 

４ 損失水頭の算定に用いる公式等 

  1) 給水管の摩擦損失水頭                                  

① 50 mm 以下の場合は、ウエストン（Weston）公式（図 2. 

2. 2 に流量図を示す。）によること。 

Ⅲ 給水装置工事施行基準 

１ 総 則  

 （略） 

 

２ 設 計 

２．１ 調査  

（略） 

２．２ 給水管口径の決定 

１ 基本要件 

  1) （略） 

  2)  （略） 

     また、給水管の管内流速は、速くすると流水音が生じた

り、ウォーターハンマーを起こしやすくなるので、２ｍ／

sec 以下に抑えることとする 

   3)  （略） 

２～３ （略） 

 

４ 損失水頭の算定に用いる公式等 

 1) 給水管の摩擦損失水頭                                  

① 50 mm 以下の場合は、ウエストン（Weston）公式（図 2. 2. 

2 に流量図を示す。）によること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（Ⅲ－２－１） 

文末に「。」を追加する。 
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     h＝ ０．０１２６＋
０．０１７３９−０．１０８７D

√V ・
LD・

V２

２ｇ
 

    Q＝ ２

４
・V      

ここに、 ｈ：管の摩擦損失水頭 (m) 

          Ｖ：管内の平均流速 (m/sec) 

          Ｌ：管の長さ (m) 

          Ｄ：管の口径 (m) 

          ｇ：重力の加速度 (9.8 m/sec2） 

          Ｑ：流量 (m3/sec)  

② 75 mm 以上の場合は、ヘ－ゼン・ウイリアムス（Hazen･

Williams) 公式（図 2. 2. 3 に流量図を示す。) によること。 

     h＝１０．６６６・C １．８５・D ４．８７・Q１．８５・L 
     V = ０．３５４６４・C・D０．６３・ I０．５４  

     Q = ０．２７８５３・C・D２．６３・ I０．５４  

ここに、 Ｉ：動水勾配＝（ｈ／Ｌ）・１０００   

           Ｃ：流速係数  

※ 流速係数は、給水管内面の粗度、管路中の屈曲、分岐部等の数

及び通水後の経過年数により異なる。 

   一般に、新管を使用する場合は、屈曲部損失等を含んだ管路全 

体として、Ｃ＝１１０を採用し、直線部のみ（屈曲損失などは 

別途計算する）の場合は、Ｃ＝１３０を採用するのが適当である。 

   h＝ ０．０１２６＋
０．０１７３９−０．１０８７D

√V ・
LD・

V２

２ｇ
 

      Q＝ ２

４
・V      

ここに、 ｈ：管の摩擦損失水頭 (m) 

           Ｖ：管の平均流速 (m/sec) 

           Ｌ：管の長さ (m) 

           Ｄ：管の口径 (m) 

           ｇ：重力の加速度 (9.8 m/sec2） 

           Ｑ：流量 (m3/sec)  

② 75 mm 以上の場合は、ヘ－ゼン・ウイリアムス（Hazen･

Williams) 公式（図 2. 2. 3 に流量図を示す。) によること。 

     h＝１０．６６６・C １．８５・D ４．８７・Q１．８５・L 
     V = ０．３５４６４・C・D０．６３・ I０．５４  

     Q = ０．２７８５３・C・D２．６３・ I０．５４  

ここに、 Ｉ：動水勾配＝（ｈ／Ｌ）・１０００   

           Ｃ：流速係数  

※ 流速係数は、給水管内面の粗度、管路中の屈曲、分岐部等の数

及び通水後の経過年数により異なる。 

  一般に、新管を使用する場合は、屈曲部損失等を含んだ管路全 

体として、Ｃ＝１００を採用し、直線部のみ（屈曲損失などは別

途計算する）の場合は、Ｃ＝１３０を採用するのが適当である。   

 

 

 

 

 

・（Ⅲ－２－３） 

表現を変更。 

（公益財団法人 給水工事技

術振興財団発行「改訂 給水装

置工事技術指針 本編（二刷：

2015 年 4 月 24 日発行）」より） 

 

 

 

 

 

・（Ⅲ－２－３） 

数値を変更。 

（公益財団法人 給水工事技

術振興財団発行「改訂 給水装

置工事技術指針 本編（二刷：

2015 年 4 月 24 日発行）」より） 



 
新 旧 対 照 表 

9 /183                        

新 旧 改正内容 

図 2.2.2  （略） 

図 2.2.3 ヘーゼン・ウィリアムス公式流量図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.2  （略） 

図 2.2.3 ヘーゼン・ウィリアムス公式流量図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（Ⅲ－２－５） 

C＝110 を追加し、図を描き直

した。 
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  2)  給水用具等による損失水頭 

    （略） 

２．３～２．４  

 （略） 

２．５ 止水栓の設置 

（略） 

 １ 止水栓 

1)～3)  （略） 

4)  連合給水装置の場合 

① 前各号に定める第１止水栓のほかに、口径が 40 mm 以

下の場合はボ－ル式伸縮止水栓、口径が 50 mm の場合は

伸縮可とうボール止水栓又はボール止水（乙）、口径が75mm

以上の場合はソフトシール仕切弁を量水器の上流側に設

置しなければならない。 

② 集合住宅等で量水器を建築物内に設置する場合は、別 

に定める「受水槽以下装置に設置する量水器の設置基準」 

によるものとする。 

 

２ 止水栓筐 

1) 口径 40 mm 以下の量水器を地中に設置する場合は、その上

流側に設置するボール式伸縮止水栓を量水器筐内に設置し

なければならない。 

 2)  給水用具等による損失水頭 

    （略） 

２．３～２．４  

 （略） 

２．５ 止水栓の設置 

（略） 

 １ 止水栓 

1)～3)  （略） 

4)  連合給水装置の場合 

① 前各号に定める第１止水栓のほかに、口径が 40 mm 以下

の場合はボ－ル式伸縮止水栓、口径が 50 mm の場合は伸縮

可とうボール止水栓又はボール止水（乙）、口径が 75mm 以

上の場合はソフトシール仕切弁を量水器の上流側に設置

しなければならない。 

② 集合住宅等で量水器を建築物内に設置する場合におい 

て、量水器交換時のもどり水等で維持管理に支障となるお 

それのある場合は、量水器の下流側にストップバルブ等の 

止水栓を設置するものとする｡ 

２ 止水栓筐 

1) 口径 40 mm 以下の量水器を地中に設置する場合は、その上

流側に設置するボール式伸縮止水栓を量水器筐内に設置しな

ければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（Ⅲ－２－８） 

集合住宅の場合の量水器設置

取扱いは詳細に定められてい

ないため、受水槽以下の設置基

準と同様の取扱いとする旨を

記載。 
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2) 口径 50 mm 以下に設置する伸縮可とうボール止水栓又は

ボール止水栓（乙）は、甲筐又は丁筐（やむを得ず道路部

に設置する場合や、車両等の荷重がかかる場所に設置する

場合）内に設置しなければならない。 

3) 口径 75 mm 以上に設置するソフトシール仕切弁は、仕切

弁筐内に設置しなければならない。 

  ３ 設置標準図 

  （略） 

２．６ 量水器の設置 

１ 量水器 

 （略） 

２ 量水器筐又は同室 

  量水器筐又は同室の形状は、次の表のとおりとする。 

 

  表 2. 6. 1  口径 40mm 以下の量水器の量水器筐の形状 

 

注）○のあるものを使用すること。 

    量水器を設置する場所は、外傷、衝撃等による損傷又は異常を生

2) 口径 50 mm に設置する伸縮可とうボール止水栓又はボール

止水栓（乙）は、甲筐又は丁筐（やむを得ず道路部に設置す

る場合）内に設置しなければならない。 

 

3) 口径 75 mm 以上に設置するソフトシール仕切弁は、仕切弁

筐内に設置しなければならない。 

３ 設置標準図 

  （略） 

２．６ 量水器の設置 

１ 量水器 

 （略） 

２ 量水器筐又は同室 

  量水器筐又は同室の形状は、次の表のとおりとする。 

 

  表 2. 6. 1  口径 40mm 以下の量水器の量水器筐の形状 

 

注）○のあるものを使用すること。 

    量水器の設置する場所は、外傷、衝撃等による損傷又は異常を生

・（Ⅲ－２－９） 

口径 50mm に限らないため修

正、車両等が載る場合を追記。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（Ⅲ－２－１２） 

文章の修正。 

FRP製

特大

T=6
特大 大 特大 超特大

13mm ○ ○ ○ ○ 樹脂製　特　大　を使用すること。

20mm ○ ○ ○ ○ 樹脂製　特　大　を使用すること

25mm ○ ○ ○ FRP 製　超特大　を使用すること。

40mm ○

量水器

口径

逆止弁を同一筐内に設置する場合
鋳鉄製 樹脂製

量水器筐の材質・形状

FRP製

特大
T=6

特大 大 特大 超特大

13mm ○ ○ ○ ○ 樹脂製　特　大　を使用すること。

20mm ○ ○ ○ ○ 樹脂製　特　大　を使用すること

25mm ○ ○ ○ FRP 製　超特大　を使用すること。

40mm ○

量水器

口径

逆止弁を同一筐内に設置する場合
鋳鉄製 樹脂製

量水器筐の材質・形状
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じるおそれのない場所に設置しなければならないが、やむを得ず車

両が載るなど荷重のかかる場所に設置する場合は、鋳鉄製 T-6 を使

用すること。 

逆止弁を同一筐内に設置する場合、ボール式伸縮止水栓上流部及

び逆止弁下流部の接合部が筐内に納まり、維持管理に支障なき場合

は、この限りではない。 

なお、各種メータユニットについては、「集合住宅等におけるメー

タユニットの取扱い」による。 

 

 表 2. 6. 2～表 2. 6. 3  （略） 

  

２ ．７   使用材料 

１ 給水装置等に使用する材料は次のとおりとし、施工標準図を

図 2. 7.1 ～ 図 2. 7.12 に示す。 

ただし、量水器が２．６「量水器の設置」に規定する位置に

設置されない場合は、第１止水栓の下流側に第１止水栓に接続

してステンレス鋼鋼管 0.3 m 以上又はポリエチレン管 0.5m 以

上を施工するとともに、量水器の上流側に設置するボール式伸

縮止水栓に接続する材料は図 2. 7.1 ～図 2. 7.12 に示すとお

りとする。 

 1) 給水管 

① 口径 20mm 及び 25 ㎜ 

じるおそれのない場所に設置しなければならないが、やむを得ず車

両が載るなど荷重のかかる場所に設置する場合は、鋳鉄製 T-6 を使

用すること。 

  

 

 

なお、各種メータユニットについては、「集合住宅等におけるメー

タユニットの取扱い」による。 

 

表 2. 6. 2～表 2. 6. 3  （略） 

 

２ ．７   使用材料 

１ 給水装置等に使用する材料は次のとおりとし、施工標準図を

図 2. 7.1 ～ 図 2. 7.12 に示す。 

ただし、量水器が２．６「量水器の設置」に規定する位置に

設置されない場合は、第１止水栓の下流側に第１止水栓に接続

してステンレス鋼管 0.3 m 以上又はポリエチレン管 0.5m 以上

を施工するとともに、量水器の上流側に設置するボール式伸縮

止水栓に接続する材料は図 2. 7.1 ～図 2. 7.12 に示すとおり

とする。 

 1) 給水管 

① 口径 20mm 及び 25 ㎜ 

 

 

 

・（Ⅲ－２－１２） 

量水器筐の仕様寸法に幅があ

り、φ13mm 量水器において逆

止弁を同一筐内に設置する場

合、量水器筐は樹脂製（大）で

あっても納まるものがあるた

め。 

 

 

 

 

 

 

・（Ⅲ－２－１３） 

JWWA 規格の名称に変更。 
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ポリエチレン管（第１種２層管）・・・ ＪＩＳ Ｋ ６７６２ 

②  口径 20mm 以上口径 50mm 以下 

ステンレス鋼鋼管 ( SUS 316 )・・・ ＪＷＷＡ Ｇ１１５ 

波状ステンレス鋼管 ( SUS 316 )・・・  

使用材料一覧表による（３ｍ品） 

                       ＪＷＷＡ Ｇ１１９ （４ｍ品） 

③  口径 75mm 以上 

 ダクタイル鋳鉄管・・・       ＪＷＷＡ Ｇ１１３ 

 （道路部分に使用する場合は一種管とする）                

ＪＷＷＡ Ｇ１１４ 

                   ＪＷＷＡ Ｇ１２０ 

ＪＷＷＡ Ｇ１２１ 

 2) ～3)  

  （略） 

  ２ 給水用具の鉛浸出 

  （略） 

 

 

 

 

 

 

ポリエチレン管（第１種２層管）・・・ ＪＩＳ Ｋ ６７６２ 

②  口径 20mm 以上口径 50mm 以下 

ステンレス鋼管 ( SUS 316 )・・・ ＪＷＷＡ Ｇ１１５ 

波状ステンレス鋼管 ( SUS 316 )・・・  

使用材料一覧表による（３ｍ品） 

                       ＪＷＷＡ Ｇ１１９ （４ｍ品） 

③  口径 75mm 以上 

       ダクタイル鋳鉄管・・・ ＪＷＷＡ Ｇ１１３ 

                   ＪＷＷＡ Ｇ１１４ 

 

 

 

 2) ～3)  

  （略） 

  ２ 給水用具の鉛浸出 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（Ⅲ－２－１３） 

JWWA 規格の名称に変更。 

 

 

・（Ⅲ－２－１３） 

道路部分は１種管とする。 

口径75mm以上にGX管を追加し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


